
 

資料１－１ 

 

「北海道医療計画 釧路地域推進方針」の策定について 

 

 

１ 趣旨等  

○ 道では、本道の地理的・気象的特性を踏まえるほか、人口の減少や高齢化の新 

 興など将来を見据え、５疾病６事業及び在宅医療それぞれの医療連携体制の構築 

を図るとともに、医療従事者の確保や限られた資源の有効活用などによる医療提 

供体制の充実・強化を目指し「北海道医療計画」を策定。 

○ 「釧路地域推進方針」は、道計画を踏まえ、釧路第二次医療圏において、保健 

所や市町村等の行政・医療機関・関係団体及び住民の皆様が共通認識のもと、地 

域完結型の医療体制に向けて共に考え共に行動するための方針として策定する 

もの。 

 

 

２ 主な見直しのポイント 

第１ 「基本的事項」 

（１）基本理念 

    ・これまでの５疾病５事業に「新興感染症発生・まん延時における医療」 

     を追加【道計画】 

（２）推進方針の計画期間 

    ・道計画に合わせ令和６年度から 11 年度までの６年間と設定【道計画】 

 

第２ 「５疾病・６事業及び在宅医療のそれぞれに係る医療連携の推進」 

  ・「趣旨」に、医師や看護師の不足が深刻化しており、行政や各医療機関におい 

て、医療従事者の確保に引き続き取り組む必要がある旨を記載 

  ・第２の８に「新興感染症の発生・まん延時における医療体制」を追加【道計画】 

 

第３ 「必要な外来医療の機能及び対応方針」 

  ・これまで「北海道外来医療計画」として別途策定されていた、地域に必要な外 

来医療機能の確保や医療機関間の役割分担・連携を記載【道計画】 

 

第４ 「地域保健医療対策の推進」 

  ・慢性閉塞性肺疾患（COPD）対策及び慢性腎臓病（CKD）対策を追加【道計画】 

 

第６ 「医師の確保」 

・これまで別途策定されていた「北海道医師確保計画」が道計画に統合されたこ 

とから記載内容を見直し【道計画】 

 

 

３ 目標設定 

（１） 項目 

  ・道計画に掲げた目標項目を基本として、圏域におけるデータが得られないもの 

   などを除き、本推進方針においても設定する。 

  ・道計画の目標が「全圏域での実施」等と設定されている項目は「圏域内のか所 

数」等同一の趣旨で置き換えて設定する。 

 



 

（２） 目標値 

  ア 圏域の現状が、道計画の目標値に達している項目 

   ・過去の推移や道計画等の目標設定の考え方を踏まえ、目標値を設定 

   ・数値設定が困難な項目は、「増加」等の文言で設定 

   ・道の整備方針などにより増加等が困難な場合は、現状維持を目標とする。 

  イ 圏域の現状が、道計画の目標値に達していない項目 

   ・道計画の目標値と同様に設定 

   ・圏域の現状値が道の現状値（全道平均）を下回っている場合は、道の平均水 

準を当面の目標とし、数値又は文言で設定 

 

４ その他 

 ・「保健医療福祉圏域連携推進会議」において、医療連携体制の構築や介護・福祉 

との連携等について協議を行うとともに、進捗状況の検証等を実施 

 ・「地域医療構想調整会議」は、病床機能の分化・連携の促進や外来医療の確保な 

どに向けた協議・検証などを行うとともに、「保健医療福祉圏域連携推進会議」 

と協議内容等を共有 


